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WB 1:500-1:2000,IHC 1:200-1:1000,ELISA 1:5000-1:20000,FC 1:200-1:400
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DAB $fa(= &% FOXP1 <9 R mAb #(FRL /857 « VEIRE MNUERGOREHEE
WEDHT.

DAB (= &% FOXP1 X9 R mAb #(FRL /{57 « VEIRE NEREAGOREH
BEDH.
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、フォークヘッドボックス（FOX）転写因子ファミリーのサブファミリーPに属します。フォークヘッドボックス転写因子は、発達期および成人期の両方において、組織および細胞型特異的な遺伝子転写の制御において重要な役割を果たします。フォークヘッドボックスP1タンパク質は、DNA結合ドメインとタンパク質間結合ドメインの両方を含みます。この遺伝子は、いくつかの腫瘍型で欠損しており、腫瘍抑制遺伝子の存在が報告されている染色体領域（3p14.1）にマッピングされているため、腫瘍抑制因子として機能する可能性があります。選択的スプライシングにより、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが生成されます。
	研究分野
	-
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	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	FOXP1マウスmAbを用いたHeLa（1）、Jurkat（2）、MCF-7（3）、T47D（4）、およびRaw264.7（5）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	FOXP1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Jurkat 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	DAB 染色による FOXP1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。
	

	DAB 染色による FOXP1 マウス mAb を使用したパラフィン包埋ヒト直腸癌組織の免疫組織化学分析。

